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に
係
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
２
０
２
０
戦
略
」
を
発
表
し
た

が
、
そ
の
主
要
目
標
の
実
現
に
当
た
り
、
建
設
産
業
活

動
に
つ
い
て
も
、
環
境
・
社
会
面
で
の
課
題
に
対
応
し

つ
つ
、
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
新
た
な
方
針
の
策
定

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
別
途
策
定
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
省
エ
ネ
計

画
」
で
も
、
建
築
物
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
を

進
め
る
た
め
の
最
大
の
分
野
と
さ
れ
、
公
共
施
設
の
省

エ
ネ
改
修
や
建
築
物
内
へ
の
適
切
な
設
備
導
入
等
が
提

言
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
分
野
・
建
設
産
業
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
環
境
問
題
解
決
の
た
め
の
重
要
な
鍵
を
握
っ
て

い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
産
業
活
動
の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
る

建
設
資
材
の
管
理
に
係
る
政
策
に
つ
い
て
も
、
見
直
し

が
な
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
建
設
資
材
の

Ｅ
Ｕ
域
内
市
場
に
お
け
る
流
通
を
促
進
す
る
た
め
の
Ｅ

Ｕ
法
制
度
で
あ
る
「
建
設
資
材
規
則
」
が
策
定
さ
れ
、

主
要
な
規
定
が
二
〇
一
三
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

同
規
則
は
、
資
材
製
造
業
・
建
設
産
業
の
双
方
の
中

小
企
業
に
配
慮
し
、
従
前
の
制
度
の
明
確
化
・
簡
素
化

を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
各
建
設
資
材
の
性
能
に
係
る

情
報
を
適
切
に
表
示
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
資
材
の
質
を
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
管

で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
計
の
九
・
七
％
に
お
よ
び
、
就
業
者
数
は

約
一
、三
八
八
万
人
で
全
就
業
者
の
六
・
六
％
と
さ
れ
て

い
る
（
二
〇
一
〇
年※

２

）。
同
時
期
の
日
本
は
、
完
工
高
が

約
六
、三
四
〇
億
ユ
ー
ロ
、
就
業
者
数
は
約
四
九
八
万

人
で
あ
り※

３

、
Ｅ
Ｕ
の
建
設
産
業
市
場
の
規
模
は
、
日
本

と
比
べ
て
も
か
な
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け
る
建
設
産
業
政
策
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
基
本
的
な
権
限
は
各
加
盟
国
に
属
し
て
お
り
、

業
を
営
む
た
め
の
許
可
制
度
や
監
督
処
分
の
よ
う
な
政

策
は
各
加
盟
国
が
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
Ｅ
Ｕ
に
は
、

各
加
盟
国
の
支
援
、
調
整
及
び
補
完
を
担
う
も
の
と
し

て
、
域
内
市
場
整
備
、
環
境
、
消
費
者
保
護
等
の
観
点

理
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
建
設
産
業
に
従
事
す
る
者
に
と
っ
て
重
要

な
事
業
機
会
と
な
る
公
共
工
事
の
調
達
制
度
に
関
し
て

も
、
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、

「
Ｅ
Ｕ
公
共
調
達
指
令
」
等
の
法
制
度
の
整
備
に
よ
り
、

各
加
盟
国
に
お
け
る
入
札
契
約
手
続
、
資
格
審
査
制
度

等
を
調
和
す
る
た
め
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
来
た
が
、

二
〇
一
一
年
よ
り
同
指
令
等
の
改
正
に
向
け
た
作
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
、
各
加
盟
国
政
府
等
の
財
政
が
逼
迫
す
る

中
、
公
共
支
出
の
よ
り
効
率
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
調
達
ル
ー
ル
・
手
続
の
簡
素
化
、
入
札
者
と
の

交
渉
を
伴
う
契
約
方
式
の
活
用
、
電
子
化
の
拡
大
等
が

改
正
項
目
案
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｅ

Ｕ
企
業
及
び
域
外
国
の
企
業
が
、
Ｅ
Ｕ
公
共
調
達
市
場

に
お
い
て
平
等
に
競
争
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
建
設
産
業
政
策
に
お
け
る
取
組
み
は
、

激
動
す
る
経
済
・
社
会
状
況
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
の
新
た
な

姿
勢
を
示
す
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
欧
州
債
務
危
機
や
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
端
緒
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
化
へ
の
対
応

も
踏
ま
え
、
建
設
産
業
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
た

め
の
側
面
支
援
を
実
施
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
球
規

模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
普
及
な

ど
に
よ
り
、
建
設
産
業
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
も
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
Ｅ
Ｕ
建
設
産
業
政
策
に
お
け
る
大
き
な
動
き

の
一
つ
は
、「
建
設
産
業
に
お
け
る
持
続
可
能
な
競
争

力
に
係
る
戦
略
」
策
定
へ
の
取
組
み
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、

二
〇
一
〇
年
に
経
済
成
長
・
雇
用
・
資
源
有
効
利
用
等

Ｅ
Ｕ
建
設
産
業
政
策
の
動
向

係
る
議
論
の
表
出
等
を
受
け
、
今
後
も
Ｅ
Ｕ
に
は
、
域

内
及
び
域
外
の
建
設
産
業
に
係
る
状
況
を
更
に
詳
細
に

把
握
し
、
必
要
な
政
策
形
成
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
変
化
の
渦
中
で
は
、
Ｅ
Ｕ
等
の
行

政
機
関
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化
に
加
え
、
建
設

産
業
界
に
も
、
よ
り
広
い
視
野
を
持
ち
、
世
界
の
経

済
・
社
会
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
留
ま
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
、
わ
が
国
、
日
本

の
建
設
産
業
界
に
と
っ
て
も
同
様
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

主
要
な
産
業
で
あ
る
建
設
産
業
が
、
刻
々
と
、
か
つ

急
激
に
変
化
す
る
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
行

く
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
日
本
に
お
い
て
も
官
民
双

方
の
知
識
・
経
験
を
結
集
し
て
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。
そ
の
際
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
建
設
産
業
政
策
の
蓄

積
・
経
験
や
、
こ
れ
か
ら
の
政
策
形
成
の
方
向
性
を
参

考
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の

産
業
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。 

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
七
カ
国
が
加
盟
す
る
政
治
・
経
済

統
合
体
で
あ
る
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
：European U

nion

）

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
経
済
的
な
統
合
を
中
心
に

発
展
し
て
き
た
が
、
現
在
で
は
Ｅ
Ｕ
条
約
に
基
づ
き
、

経
済
通
貨
統
合
、
共
通
外
交
・
安
全
保
障
政
策
、
警
察
・

刑
事
司
法
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
、
よ
り
幅
広
い
協
力

を
目
指
し
て
い
る※

１

。
ま
た
、二
〇
一
三
年
に
は
ク
ロ
ア
チ

ア
の
新
規
加
盟
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
国
際
情
勢

に
お
け
る
そ
の
存
在
感
は
、
引
き
続
き
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
建
設
産
業
の
状
況
は
、
加
盟
国

全
体
の
完
成
工
事
高
が
約
一
兆
一
、八
六
〇
億
ユ
ー
ロ

Ｅ
Ｕ
の
建
設
産
業
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Ｅ
Ｕ
の
建
設
産
業
政
策

〜
変
化
す
る
世
界
の
中
で
〜

本
稿
で
紹
介
し
た
Ｅ
Ｕ
の
建
設
産
業
政
策
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
㈶
建
設
経

済
研
究
所
「
建
設
経
済
レ
ポ
ー
ト
第
五
八
号
」（
二
〇
一
二
年
四
月
発
行
）
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
同
誌
の
記
事

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。


